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基基
地地
協協
がが
第第
8855
回回
理理
事事
会会
をを
開開
催催

全
国
市
議
会
議
長
会
基
地
協
議

会
（
会
長
�
市
岡
博
道
・
佐
世
保

市
議
会
議
長
）
は
7
月
5
日
、
全

国
都
市
会
館
で
正
副
会
長
・
監
事

・
相
談
役
会
の
後
、
第
85
回
理
事

会
を
開
催
し
た
。

理
事
会
で
は
、
市
岡
会
長
か
ら

「
予
算
を
取
り
巻
く
情
勢
が
非
常

に
厳
し
い
中
、
最
重
点
要
望
の
基

地
交
付
金
・
調
整
交
付
金
と
基
地

周
辺
対
策
経
費
の
所
要
額
確
保
の

た
め
、
一
致
団
結
し
、
力
強
い
要

望
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
重

要
」
な
ど
挨
拶
。
総
務
省
、
防
衛

省
の
講
師
説
明
の
後
、
事
務
報
告

を
了
承
し
、
協
議
に
入
っ
た
。

協
議
で
は
、
27
年
度
決
算
に
つ

い
て
、
柄
目
孝
治
・
監
事
（
角
田

市
議
会
議
長
）
か
ら
監
査
結
果
の

報
告
が
あ
っ
た
。
29
年
2
月
1
日

開
催
の
第
80
回
総
会
に
決
算
を
提

出
す
る
と
し
た
。

要
望
案
に
つ
い
て
は
、
基
地
対

策
関
係
施
策
の
充
実
強
化
に
関
す

る
要
望
（
案
）
を
原
案
の
通
り
決

定
。
要
望
案
で
は
、
①
基
地
交
付

金
・
調
整
交
付
金（
総
務
省
所
管
）

の
所
要
額
確
保
等
②
基
地
周
辺
対

策
経
費
（
防
衛
省
所
管
）
の
所
要

額
確
保
等
―
を
重
点
要
望
に
掲
げ

て
い
る
（
左
掲
）
。
特
に
②
で
は
、

再
編
特
措
法
（
駐
留
軍
等
の
再
編

の
円
滑
な
実
施
に
関
す
る
特
別
措

置
法
）
が
29
年
3
月
31
日
で
失
効

さ
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
▽
失
効

時
期
の
延
長
▽
再
編
交
付
金
の
引

き
続
き
の
交
付
―
を
要
望
し
て
い

る
。ま

た
、
今
後
の
会
議
・
要
望
活

動
日
程
に
つ
い
て
、
了
承
し
た
。

1 基地交付金・調整交付金（総務省所管）の所要額
確保等
基地交付金・調整交付金の所要額を確保すると
ともに、基地交付金の対象資産の範囲を自衛隊の
使用する全資産に拡大すること。
なお、調整交付金については、基地交付金と同
様の性格を有していることから、基地関係施設の
所在に伴う特殊な財政需要に鑑み、「平成29年度
予算の概算要求に当たっての基本的な方針」にお
いては、10％のマイナスシーリングの対象となら
ないよう基地交付金と同様に義務的経費として取
り扱うこと。

2 基地周辺対策経費（防衛省所管）の所要額確保等
� 基地周辺対策事業については、近年、補助対
象施設・範囲の拡大等の適用基準の緩和がなさ
れたことは評価されるものであるが、今後さら
に緩和を図るとともに、所要額を確保すること。
特に、特定防衛施設周辺整備調整交付金（調
整交付金）は、基地周辺住民の基地に対する更
なる理解と協力を得るために重要な施策であり、
基地関係市町村は、同交付金を活用しつつ生活
環境の整備や住民福祉の向上等に鋭意努力して
いるものの、基地関係施設の所在に伴う特殊な
財政需要の増大等により厳しい財政状況にある
ことに鑑み、同交付金の所要額を確保すること。

� 在日米軍再編に伴い負担増となる関係市町村
に対しては、十分な支援措置を講じるとともに、
再編に伴い現行の基地対策関係予算に支障が生
じることのないよう十分配慮すること。
特に、平成29年3月31日をもって失効すると
されている再編特措法については、その失効時
期を延長し、在日米軍再編に伴い負担増となる
関係市町村に対する再編交付金を引き続き交付
すること。その際、関係市町村の要望を踏まえ
所要額を確保するとともに、その交付期間を延
長すること。

� MV‐22オスプレイについては、安全性に対
する国民の不安が完全に払拭されたとは言い難
い状況にあることから、日米合同委員会で合意
されたオスプレイ運用の安全確保策を遵守する
とともに、配備・飛行訓練等について、関係市
町村に対し十分な説明及び情報提供を行うこと。

� 中期防衛力整備計画に基づき、基地の機能・
運用等の変更を検討する場合には、関係市町村
の実情及び地域の意見に十分配慮すること。

【
2
面
へ
続
く
】

第1981·2号7月15日平成２8年
（２０１6年）

7月15日現在の都市数
813団体

うち
指定都市 20市
中核市 47市
施行時特例市 37市
一般市 686市
特別区 23区

基地対策関係施策に関する重点要望

会議の模様

挨拶する市岡会長

監査結果を報告する柄目監事

〒102-0093
東京都千代田区平河町2-4-2
代表 TEL 03（3262）5234
旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 井原 好英
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【
1
面
か
ら
続
く
】

会
議
終
了
後
、要
望
活
動
班（
正

副
会
長
・
相
談
役
の
う
ち
、
11
市

町
（
下
掲
）
の
議
長
で
構
成=

5
月
19
日
正
副
会
長
・
監
事
・
相

談
役
会
で
決
定
）
は
、
佐
藤
文
俊

・
総
務
事
務
次
官
、
深
山
延
暁
・

防
衛
省
地
方
協
力

局
長
、
谷
井
淳
志

・
同
局
次
長
ら
に

面
談
し
、
要
望
書

を
手
交
の
上
、
要

望
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。
他
の
加

盟
市
町
村
議
長
ら

も
、
地
元
選
出
の

国
会
議
員
、
政
党

の
都
道
府
県
連
な

ど
に
要
望
活
動
を

行
っ
た
。

な
お
、
講
師
説

明
で
は
、
森
幸
則
・
総
務
省
自
治

税
務
局
固
定
資
産
税
課
課
長
補
佐
、

森
田
治
男
・
防
衛
省
地
方
協
力
局

地
方
協
力
企
画
課
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
、
基
地
関
係
予
算
・
周
辺
対
策

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

※
要
望
活
動
参
加
市
町

▽
会
長
�
佐
世
保
市

▽
副
会
長
�
東
松
島
市
、
木
更

津
市
、
豊
川
市
、
和
泉
市
、

鹿
屋
市
、
新
富
町

▽
相
談
役
�
千
歳
市
、
福
生
市
、

横
須
賀
市
、
岩
国
市

▼
議
長

▽
上
田

土
屋
陽
一（
4
・
25
）

▽
伊
那

黒
河
内
浩（
5
・
9
）

▽
津
島

加
藤
則
之（
5
・
12
）

▽
羽
島

山
田
紘
治（
5
・
13
）

▽
三
木

初
田

稔（
5
・
13
）

▽
高
崎

後
閑
太
一（
5
・
16
）

▽
魚
津

関
口
雅
治（
5
・
17
）

▽
藤
井
寺

清
久

功（
5
・
18
）

▽
大
崎

門
間

忠（
5
・
19
）

▽
瀬
戸

戸
田
由
久（
5
・
19
）

▽
守
口

澤
井
良
一（
5
・
19
）

▽
京
丹
後

松
本
経
一（
5
・
19
）

▽
伊
勢
崎

矢
島
征
司（
5
・
20
）

▽
貝
塚

中
山
敏
数（
5
・
20
）

▽
伊
予

武
智

実（
5
・
20
）

▽
大
田
（
東
京
）

大
森
昭
彦（
5
・
23
）

▽
行
橋

諫
山

直（
5
・
23
）

▽
豊
中

北
川
悟
司（
5
・
24
）

▽
泉
佐
野

野
口
新
一（
5
・
24
）

▽
墨
田

坂
下

修（
5
・
25
）

▽
江
東

堀
川
幸
志（
5
・
25
）

▽
豊
島

竹
下
ひ
ろ
み（
5
・
25
）

▽
日
高

大
澤
博
行（
5
・
25
）

▽
船
橋

神
田
廣
栄（
5
・
25
）

▽
堺

吉
川

守（
5
・
25
）

▽
春
日
部

会
田
幸
一（
5
・
26
）

▽
浜
松

花
井
和
夫（
5
・
27
）

▽
大
阪

木
下

誠（
5
・
27
）

▽
栗
東

寺
田
範
雄（
5
・
27
）

▽
西
予

兵
頭

学（
5
・
27
）

▽
荒
川

並
木
一
元（
5
・
30
）

▽
越
谷

松
島
孝
夫（
6
・
1
）

▽
島
田

曽
根
嘉
明（
6
・
1
）

▽
吹
田

小
北
一
美（
6
・
2
）

▽
姫
路

細
野
開
廣（
6
・
2
）

▽
熊
谷

松
本
貢
市
郎（
6
・
3
）

▽
深
谷

馬
場

茂（
6
・
3
）

▽
蓮
田

山
口
京
子（
6
・
3
）

▽
備
前

鵜
川
晃
匠（
6
・
3
）

▽
う
き
は

櫛
川
正
男（
6
・
3
）

▽
南
魚
沼

黒
滝
松
男（
6
・
6
）

▽
鴻
巣

中
野

昭（
6
・
6
）

▽
久
喜

柿
沼
繁
男（
6
・
6
）

▽
天
草

脇
島
義
純（
6
・
6
）

▽
能
代

武
田
正
廣（
6
・
7
）

▽
江
津

田
中
直
文（
6
・
13
）

▼
副
議
長

▽
野
々
市

中
村
義
彦（
3
・
23
）

▽
上
田

小
林
隆
利（
4
・
25
）

▽
姶
良

田
口
幸
一（
5
・
2
）

▽
伊
那

平
岩
國
幸（
5
・
9
）

▽
宮
崎

鍋
倉
利
幸（
5
・
9
）

▽
津
島

伊
藤
恵
子（
5
・
12
）

▽
羽
島

近
藤
伸
二（
5
・
13
）

▽
三
木

泉

雄
太（
5
・
13
）

▽
高
崎

渡
邊
幹
治（
5
・
16
）

▽
み
よ
し

藤
川
仁
司（
5
・
16
）

▽
魚
津

浜
田
泰
友（
5
・
17
）

▽
大
崎

小
沢
和
悦（
5
・
19
）

▽
瀬
戸

長
江
秀
幸（
5
・
19
）

▽
守
口

井
上
照
代（
5
・
19
）

▽
京
丹
後

吉
岡
豊
和（
5
・
19
）

▽
伊
勢
崎

阿
久
津
尚
子（
5
・
20
）

▽
貝
塚

真
利
一
朗（
5
・
20
）

▽
伊
予

日
野
猛
仁（
5
・
20
）

▽
目
黒

山
宮
き
よ
た
か（
5
・
23
）

▽
大
田
（
東
京
）

勝
亦

聡（
5
・
23
）

▽
北

近
藤
光
則（
5
・
23
）

▽
行
橋

井
上
倫
太
郎（
5
・
23
）

▽
小
田
原

奥
山
孝
二
郎（
5
・
24
）

▽
泉
佐
野

土
原
こ
ず
え（
5
・
24
）

▽
京
都

曽
我

修（
5
・
24
）

▽
墨
田

じ
ん
の
博
義（
5
・
25
）

▽
江
東

高
村
直
樹（
5
・
25
）

▽
豊
島

西
山
陽
介（
5
・
25
）

▽
日
高

森
崎
成
喜（
5
・
25
）

▽
堺

裏
山
正
利（
5
・
25
）

▽
さ
い
た
ま

宮
沢
則
之（
5
・
26
）

▽
春
日
部

栗
原
信
司（
5
・
26
）

▽
豊
中

弘
瀬
源
悟（
5
・
26
）

▽
浜
松

飯
田
末
夫（
5
・
27
）

▽
大
阪

加
藤
仁
子（
5
・
27
）

▽
栗
東

田
村
隆
光（
5
・
27
）

▽
西
予

菊
池
純
一（
5
・
27
）

▽
荒
川

中
村
尚
郎（
5
・
30
）

▽
足
立

た
が
た
直
昭（
5
・
30
）

▽
越
谷

服
部
正
一（
6
・
1
）

▽
ふ
じ
み
野

山
田
敏
夫（
6
・
1
）

▽
島
田

仲
田
裕
子（
6
・
1
）

▽
吹
田

塩
見
み
ゆ
き（
6
・
2
）

▽
姫
路

萩
原
唯
典（
6
・
2
）

▽
佐
野

若
田
部
治
彦（
6
・
3
）

▽
熊
谷

野
澤
久
夫（
6
・
3
）

▽
深
谷

富
田

勝（
6
・
3
）

▽
蓮
田

木
佐
木
照
男（
6
・
3
）

▽
備
前

橋
本
逸
夫（
6
・
3
）

▽
う
き
は

藤
田
光
彦（
6
・
3
）

▽
南
魚
沼

佐
藤

剛（
6
・
6
）

▽
敦
賀

和
泉

明（
6
・
6
）

▽
鴻
巣

金
子
雄
一（
6
・
6
）

▽
久
喜

春
山
千
明（
6
・
6
）

▽
沼
津

渡
部
一
二
実（
6
・
6
）

▽
吉
野
川

田
村
修
司（
6
・
6
）

▽
阿
波

藤
川
豊
治（
6
・
6
）

▽
天
草

鎗
光
秀
孝（
6
・
6
）

▽
能
代

畠
山
一
男（
6
・
7
）

▽
銚
子

地
下
誠
幸（
6
・
8
）

▽
高
知

長
尾
和
明（
6
・
9
）

▽
江
津

森
脇
悦
朗（
6
・
13
）

▽
尾
道

山
根
信
行（
6
・
14
）

▼
事
務
局
長

▽
三
条

堤

孝
昭（
4
・
1
）

▽
伊
那

井
上

学（
4
・
1
）

▽
豊
島

栗
原

章（
4
・
1
）

▽
龍
ケ
崎

石
引
照
朗（
4
・
1
）

▽
菊
川

五
島
將
行（
4
・
1
）

▽
み
よ
し

久
野
秀
夫（
4
・
1
）

▽
城
陽

萩
𠩤
洋
次（
4
・
1
）

▽
神
戸

山
本
剛
司（
4
・
1
）

▽
江
田
島

志
茂
典
幸（
4
・
1
）

▽
み
や
ま

梅
津
俊
朗（
4
・
1
）

議議
会会
人人
事事

佐藤総務事務次官

深山地方協力局長

谷井地方協力局次長

第1981・2号 平成28年7月15日 （2）全 国 市 議 会 旬 報
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補償の対象となる場合 制度の特長
ケ　ガ

議員活動中の事故 車で移動中の事故 自宅で誤って転倒

地震によるケガ

（※1）

（※2）

スポーツ中の事故 電車のホームでの事故

お店の商品を誤って壊した

以下のような事故により、法律上の賠償責任が発生した場合に対象となります。

（※1）職務遂行や自動車に起因するものなどは対象外となります。　（※2）生計を共にしていることが保険の対象の要件となります。

（※）団体割引20％、過去の損害率による割引25％

自転車で他人にケガを負わせた 同居の子供や孫が他人のものを破損させた

個人賠償責任

（例えば次の場合、補償の対象となります。）

ポイント

ポイント

今年度割引率が40％（※）になりましたので
保険金額が一部拡大、保険料を下げてお
ります！
配偶者も保険の対象になる夫婦型もあり
ます！

議員退職者の継続加入も可能!!特長1
公務中のケガだけでなく日常生活のケガまで、
24時間安心補償！特長2

保険料3,500円/月で最大死亡・後遺障害保険金
3, 000万円の大きな補償！特長3

ケガによる入院も15, 000円/日の定額補償!特長4
個人賠償責任も１億円まで補償！ （家族も対象）特長5
加入手続きが簡単！ （医師の診査不要）特長6
中途加入も随時受付！特長7

全
国
市
議
会
議
員
互
助
会
は
、

全
国
の
市
議
会
議
員
の
相
互
の
交

流
親
睦
を
深
め
、
相
互
扶
助
を
行

う
こ
と
を
目
的
に
、
現
在
、
任
意

加
入
の
保
険
と
し
て
、
傷
害
総
合

保
険
の
「
全
国
市
議
会
議
員
団
体

補
償
制
度
」
と
疾
病
や
け
が
に
よ

る
入
院
・
手
術
を
補
償
す
る
「
全

国
市
議
会
議
員
医
療
保
険
制
度
」

の
事
業
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
来
る
平
成
28
年
8
月

1
日
か
ら
保
険
期
間
を
更
新
す
る

「
全
国
市
議
会
議
員
団
体
補
償
制

度
」
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。本

制
度
は
、
日
常
生
活
に
お
け

る
け
が
の
補
償
と
賠
償
の
補
償
が

セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

け
が
の
補
償
は
、
日
本
国
内
・

海
外
問
わ
ず
、
通
勤
途
上
、
公
務

中
、
家
庭
内
、
職
場
内
、
旅
行
中

な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
あ
ら

ゆ
る
け
が
の
補
償
を
い
た
し
ま
す
。

地
震
や
津
波
な
ど
の
天
災
事
故
も

補
償
し
て
お
り
ま
す
。

賠
償
の
補
償
は
、
本
人
だ
け
で

な
く
、
配
偶
者
や
同
居
の
親
族
な

ど
が
日
常
生
活
に
お
い
て
、
他
人

を
け
が
さ
せ
た
り
、
他
人
の
財
物

を
壊
し
た
り
し
た
こ
と
に
よ
り
、

法
律
上
の
賠
償
責
任
が
発
生
し
た

場
合
に
、
補
償
を
い
た
し
ま
す
。

本
制
度
は
、
議
員
の
皆
様
の
福

利
厚
生
制
度
で
あ
り
、
一
般
の
保

険
に
加
入
す
る
よ
り
も
有
利
な
保

険
料
・
補
償
範
囲
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

市
議
会
議
員
の
皆
様
で
あ
れ
ば
、

ど
な
た
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
加

入
に
際
し
て
、
医
師
の
審
査
は
不

要
で
、
特
段
の
申
し
出
が
な
い
限

り
、
翌
年
度
以
降
も
自
動
更
新
い

た
し
ま
す
。

保
険
期
間
は
、
毎
年
8
月
1
日

か
ら
1
年
間
で
、
中
途
加
入
も
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
28
年

8
月
1
日
か
ら
1
年
間
の
保
険
料

は
、
年
齢
に
関
係
な
く
本
人
型
は

月
額
3
5
0
0
円
、
夫
婦
型
は
月

額
5
7
0
0
円
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
は
、
割
引
率
拡
大
に

よ
り
保
険
料
を
引
き
下
げ
、
一
部

保
険
金
額
を
拡
大
し
て
お
り
ま
す
。

夫
婦
型
は
、
議
員
の
方
の
加
入

と
と
も
に
、
配
偶
者
も
補
償
さ
れ

ま
す
。
本
制
度
に
継
続
し
て
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
8
月
1
日
補

償
開
始
時
（
契
約
更
新
時
）
の
み

本
人
型
か
ら
夫
婦
型
に
、
ま
た
は

夫
婦
型
か
ら
本
人
型
に
変
更
で
き

ま
す
。

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
議

員
を
退
職
さ
れ
る
方
で
、
保
険
契

約
の
継
続
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

引
き
続
き
加
入
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

詳
し
く
は
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
28

年
6
月
17
日
付
け
に
て
各
市
議
会

事
務
局
に
送
付
）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
資
料
請
求
は
無
料
で
す
の
で
、

全
国
市
議
会
議
長
会
・
全
国
市
議

会
議
員
互
助
会
ま
で
お
気
軽
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
�
0
3
―
3
2

6
2
―
5
2
3
3
）
。

ご案内

全全
国国
市市
議議
会会
議議
員員

団団
体体
補補
償償
制制
度度
全国市議会
議員互助会

全国市議会議員団体補償制度の概要
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